に 入れないで 瓦斯 消費量の み を 考慮に 入 〔# 「入」 は 底 

本で は 「人 匕 れ たような スト— ヴ だと 効果 はや はり 同 

様で ある。 そういう 寒い 部屋で 相対 坐して いる 主人に 

百パ —セ ントの 好意 を 感じよう とする の は 並々 ならぬ 

意志の 力 を 必要と する ようで ある。 

多くの 家で は 玄関 は 家の 日 裏に あり 北極に あたる。 

昼頃 近くに な つ て も 霜柱の 消えない ような 玄関の 前に 

よびりん 

立 つ て 呼 鈴 を 鳴らしても なかなか すぐに は 反応が なく 

て 立往生 をして いると、 凜冽 たる 朔風 は 門 内の 勝てた 

しき いし がいとう うが 

辅 石の 面 を 吹いて 安物の 外套 を 穿つ ので ある。 やっと 

通される と 応接間と いうの がまた 大概き まって 家中で 



御 膳が 出て 御馳走が 色々 並んでも 綺麗な 色取り を 第 

一 にした お 正月 料理 は 結局 見る だけの ものである。 

二、 三 軒 廻って 吸物の 汁 だけ 吸う ので も、 胸が いつ 

あらたま 

ぱいに なって しまう。 そうして 新 玉の 春の 空の 光が ひ 

どく 憂鬱に 見える ので ある。 

子供の 時分の 正月の 記憶で 身に 沁みた 寒さに 関する 

もの は、 着 馴れぬ 絹物の 妙に つめたい 手 ざ わりと、 穿 

はかま 

き なれぬ まちの 高い 袴 に 釣 上げられた 裾の 冷え 心地 

まち す うちまた 

であった。 その 高い 襠で 擦れた 内股に ひびが 切れて、 

風呂に 入る とこれ に ひどく しみて 痛む の も つら か つ た _ 

今 はどう か 知らないが 昔の 田舎の 風と して 来客に 食 



た。 その後 何年 か 後の 正月に も 前の こと を 忘れて いて 

また 同じ 問題 を 持 出し、 同じような こと を 云って みん 

なで 気が付いて 笑って しまった ことがある。 その後 正 

月の 吉例に また わざと 同じ 事 を 話して 笑 つ たりした こ 

ともあった。 

母が 亡くなつ てから、 いっと はなしに 榧、 勝 栗、 小 

殿原が 正月の 食卓の 上に 現われ なくなった。 そうして、 

それが 現われな くな つ たこと を 誰も 意識し なくな つ て 

来た。 

自分の 子供 等が 今の 自分 ぐら い の 年配になる 頃に は、 

ことによるともう 正月に 雑煮 を 喰う という 習 ！i もお お 



かた 忘れられて、 そうして その 頃の 年取った 随筆家が 

「雑煮の 追憶」 でも 一 九 六 五 年 あたりの 新年号に 書く 

ことになる かもしれ ない。 そう 思う と 少し 淋しい 心 持 

もす るので ある。 

(昭和 十 年 一月 『一 橋 新聞』) 



底本 ： 「寺 田寅彦 全集 第 四 巻」 岩波 書店 

1997 (平成 9) 年 3 月 5 日 発行 

※ 「瓦斯 消費量の み を 考慮に 人れ たような スト— ヴ」 

のうち、 誤植の 疑われる 「人」 は、 「寺 田寅彦 全集 第 

九 巻」 岩波 書店、 19 61 (昭和 W) 年 6 月 7 日 第 ー 

刷 発行で 「入」 としてい る こと を 確認し、 「入」 としま 

した。 

人力 .. Nanml oiitie 

校正 ： 砂場 清隆 

2 006 年 ー 月^日 作成 
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この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



